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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

で
あ
る
Ｕ
Ａ
Ｅ
Ｕ
に
対
し
て

は
、
新
設
さ
れ
る
宇
宙
科
学

技
術
セ
ン
タ
ー
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作
成
と
教
員
派
遣

に
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
が
協
力
、
支

援
。
同
大
学
が
強
い
関
心
を

持
っ
て
い
る
超
小
型
衛
星
の

打
ち
上
げ
と
運
用
に
つ
い
て

も
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
が
実
績
の
あ

る
Ｓ-

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
の
技
術
を

使
っ
て
支
援
す
る
。
２
月
に

宇
宙
理
学
・
工
学
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
で

も
合
意
。

　
ま
た
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
を
構
成
す

る
７
つ
の
首
長
国
の
１
つ
で

あ
る
シ
ャ
ル
ー
ジ
ャ
に
あ
る

シ
ャ
ル
ー
ジ
ャ
大
に
対
し
て

は
、
宇
宙
の
謎
の
解
明
に
不

可
欠
な
隕
石
の
砂
漠
で
の
探

査
と
分
析
を
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
が
指

導
す
る
こ
と
で
大
筋
合
意
。

中
東
各
国
の
中
で
も
砂
漠
面

積
が
大
き
い
Ｕ
Ａ
Ｅ
は
未
発

見
の
隕
石
探
査
に
適
し
て
お

り
、
火
星
無
人
探
査
機
打
ち

上
げ
で
関
心
が
高
ま
る
Ｕ
Ａ

Ｅ
の
惑
星
科
学
の
進
展
に
役

立
つ
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ニュースガイド

２面　佐々木さん若手優秀発表賞／

　　　椿さん２年連続受賞／グライ

　　　ダー全国大会へ／新評議員に

　　　２氏／小黒さんペガサス入団

　　　／サイバー監視に学生ら協力

３面　小惑星Matsui…捉えた／地方

　　　活性化へ提言／南房総市にＣ

　　　ＩＴ技術／新習志野駅デザイ

　　　ン提案／都市鉱山メダル展示

４面　椿寮でひな祭り／モンゴル写

　　　真展開く／未来人「鳥飼峻さ

　　　ん」

　
１
月
13
、
14
日
（
土
、
日

曜
日
）
の
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
試
験
を
皮
切
り
に
入
試
シ

ー
ズ
ン
が
始
ま
っ
た
。
本
学

も
、
セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用

し
て
入
学
志
願
者
の
合
否
を

決
め
る
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

利
用
入
試
を
実
施
。
今
年
度

本
学
会
場
で
は
受
験
生
１
９

９
０
人
を
受
け
入
れ
、
両
日

と
も
試
験
は
順
調
に
終
了
し

た
。

　
今
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の

志
願
者
数
は
全
国
で
約
58
万

３
千
人
。
本
学
セ
ン
タ
ー
利

用
入
試
（
前
期
）
の
志
願
者

は
２
万
５
１
４
５
人
で
、
昨

年
よ
り
２
１
９
６
人
増
の
志

願
者
数
と
な
っ
た
。

　
続
い
て
Ａ
日
程
入
学
試
験

が
１
月
31
日
（
水
）
か
ら
４

日
間
、
本
学
試
験
場
と
新
設

し
た
大
阪
会
場
を
含
む
16
の

学
外
試
験
場
（
１
月
31
日
、

２
月
１
日
）で
実
施
さ
れ
た
。

　
大
寒
波
に
よ
り
各
地
で
大

雪
に
見
舞
わ
れ
、
試
験
期
間

中
も
積
雪
が
心
配
さ
れ
て
い

た
。
初
日
の
新
潟
会
場
で

は
、
積
雪
に
よ
り
運
休
す
る

路
線
も
あ
り
、
試
験
時
間
を

30
分
繰
り
下
げ
た
。
２
日
目

の
横
浜
会
場
で
も
、
一
部
電

車
の
遅
延
で
試
験
時
間
を
30

分
繰
り
下
げ
た
。

　
４
日
間
の
試
験
期
間
で
、

Ａ
日
程
志
願
者
数
は
２
万
７

０
２
０
人
で
、
昨
年
よ
り
わ

ず
か
に
４
２
５
人
減
少
し

た
。

平成30年度入学試験　学科別志願者数

学部 学科
センター利用試験 Ａ日程試験
30年度 前年度 30年度 前年度

工学部

機械工学科 1,991 1,928 2,162 2,247
機械電子創成工学科 1,427 1,383 1,620 1,632
先端材料工学科 1,360 1,346 1,489 1,515
電気電子工学科 1,761 1,643 1,869 1,911
情報通信システム工学科 1,727 1,539 1,844 1,821
応用化学科 1,235 1,181 1,265 1,336

創造工学部
建築学科 1,706 1,638 1,750 1,880
都市環境工学科 1,406 1,223 1,493 1,533
デザイン科学科 1,397 1,210 1,539 1,488

先進工学部
未来ロボティクス学科 1,621 1,585 1,721 1,811
生命科学科 1,125 1,092 1,159 1,202
知能メディア工学科 1,670 1,341 1,694 1,571

情報科学部
情報工学科 2,156 1,898 2,197 2,298
情報ネットワーク学科 1,769 1,567 1,927 1,909

社会システム

科学部

経営情報科学科 1,031 863 1,174 1,204
プロジェクトマネジメント学科 911 786 1,118 1,076
金融・経営リスク科学科 852 726 999 1,011
全志願者数 25,145 22,949 27,020 27,445

　

セ
ン
タ
ー
利
用(

　

)

２
１
９
６
人
増

前期

ＵＡＥの宇宙教育　支援
　
建
国
50
周
年
の
２
０
２
１
年
に
火
星
へ
の
無
人
探
査
機
打
ち
上
げ
計
画
を
進
め
て
い
る
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

の
２
つ
の
大
学
の
宇
宙
科
学
教
育
を
、
本
学
が
日
本
の
大
学
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
て
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
、
瀬
戸
熊
修
理

事
長
ら
が
訪
問
し
て
１
月
22
、
23
日
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
側
関
係
者
に
書
状

別
項
参
照

を
手
渡
し
た
。

　
日
本
と
Ｕ
Ａ
Ｅ
両
国
政
府
の
間
で
は
２
０
１
６
年
５
月
、
内
閣
府
・
経
産
省
・
文
科
省
と
Ｕ
Ａ
Ｅ
宇
宙
庁
が
宇
宙
分
野
に

お
け
る
研
究
開
発
、
人
材
育
成
、
産
業
発
展
な
ど
に
関
す
る
協
力
文
書
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
。

　
■
瀬
戸
熊
理
事
長
ら

　
　
訪
問
し
書
状
渡
す

　
今
回
の
大
学
支
援
は
Ｕ
Ａ

Ｅ
宇
宙
庁
が
日
本
側
に
要
請

し
た
も
の
。
昨
年
１
月
に
Ｕ

Ａ
Ｅ
の
大
学
生
を
受
け
入
れ

て
「
宇
宙
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
実
施
し
、
高
く
評
価

さ
れ
た
本
学
惑
星
探
査
研
究

セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
が

取
り
ま
と
め
役
と
な
り
、
国

立
大
学
を
含
め
た
日
本
の
数

大
学
を
組
織
し
て
支
援
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
瀬
戸
熊
理
事
長
と
松
井
孝

典
常
務
理
事
・
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
所

長
、
秋
山
演ひ

ろ

亮あ
き

主
席
研
究

員
、
染
谷
明
人
法
人
事
務
局

次
長
の
一
行
は
１
月
21
日
、

ア
ブ
ダ
ビ
に
到
着
。
22
日
、

藤
木
完
治
・
駐
Ｕ
Ａ
Ｅ
大
使

と
と
も
に
宇
宙
庁
を
表
敬
訪

問
し
、
ア
フ
マ
ド
・
ビ
ン
・
ア

ブ
ダ
ッ
ラ
ー
・
フ
メ
イ
ド
・

ベ
ル
フ
ー
ル
・
ア
ル
・
フ
ァ

ラ
シ
長
官
と
、
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
ル
・
ア
ハ
バ
ビ
事
務
局

長
に
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
協
力
内
容
に
つ
い
て
大
筋

を
提
案
し
た
。

　
続
い
て
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
大
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
Ｕ
）
を
訪

れ
、
同
大
学
に
新
設
さ
れ
る

国
家
宇
宙
科
学
技
術
セ
ン
タ

ー
の
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
、
ミ
シ
ェ
ル
・
ト
ー
マ
ス

・
マ
ッ
ク
グ
ラ
ス
氏
に
瀬
戸

熊
理
事
長
名
の
書
状
を
手
渡

し
た
。
さ
ら
に
翌
23
日
に
は

ド
バ
イ
に
移
動
し
、
今
回
の

支
援
対
象
と
な
る
２
つ
目
の

シ
ャ
ル
ー
ジ
ャ
大
を
訪
問
し

て
、
学
長
の
ハ
ミ
ド
・
Ｍ
・

ア
ル
・
ナ
イ
ミ
ー
教
授
に
同

様
の
書
状
を
手
渡
し
た
。

　
日
本
に
と
っ
て
最
大
の
原

油
供
給
国
の
１
つ
で
あ
る
Ｕ

Ａ
Ｅ
と
親
密
な
関
係
を
築
く

こ
と
は
、
国
家
戦
略
的
に
も

大
き
な
意
味
を
も
つ
。
さ
ら

に
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

一
層
進
展
さ
せ
る
と
い
う
点

で
も
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
大
学
支
援

に
本
学
が
主
導
的
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
は
画
期
的
な
意

義
が
あ
る
と
言
え
る
。

■
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

　

衛
星
、
隕
石
研
究

　
瀬
戸
熊
理
事
長
ら
の
今
回

の
Ｕ
Ａ
Ｅ
訪
問
で
は
、
２
つ

の
大
学
へ
の
具
体
的
な
支
援

の
内
容
に
つ
い
て
も
話
し
合

わ
れ
た
。

　
同
連
邦
を
代
表
す
る
大
学

本
学
が
日
本
の
数
大
学 

組
織
し

２
大
学
へ
技
能
や
教
員

30年度入試の本学志願者

ＵＡＥ宇宙庁で(左から）瀬戸熊理事長、アハバビ

事務局長、ファラシ長官、松井常務、藤木大使

　平成29年度の学位記授与式は、３月22日
（木）午後２時から、幕張メッセ・イベントホ

ールで挙行されます。

　入場受け付けは、学生・父母とも１時半か

ら開始します。開式（２時）以降の入退場は

できません。なお、学生は当日「学生証」を

必ず持参してください。

平成29年度　学位記授与式

ＺＯＺＯマリン
スタジアム

　
拝
啓

　
こ
の
た
び
日
本
国
政
府

と
Ｕ
Ａ
Ｅ
政
府
の
合
意
に

基
づ
き
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
大
学

（
シ
ャ
ル
ー
ジ
ャ
大
学
）

の
宇
宙
に
関
す
る
教
育
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
協
力
を

提
案
で
き
る
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
千
葉

工
業
大
学
は
、
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
宇
宙
庁
の
支
援

の
も
と
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
大
学

（
シ
ャ
ル
ー
ジ
ャ
大
学
）

と
の
合
意
に
基
づ
き
次
の

事
項
を
推
進
し
ま
す
。

 

１
　
Ｕ
Ａ
Ｅ
大
学
（
シ

ャ
ル
ー
ジ
ャ
大
学
）
を
支

援
す
る
た
め
の
日
本
の
大

学
グ
ル
ー
プ
を
組
織
す

る
。

 

２
　
同
大
学
の
教
職
員

や
研
究
者
に
対
し
、
宇
宙

科
学
技
術
分
野
で
の
技
能

や
管
理
を
訓
練
す
る
準
備

を
行
う
。

 

３
　
上
記
の
事
項
を
推

進
す
る
た
め
の
詳
細
な
計

画
は
、
両
者
の
協
議
に
よ

り
作
成
す
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
に
よ
り
、
両
機
関
の

協
力
関
係
が
更
に
発
展
す

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
敬
具

学
校
法
人
千
葉
工
業
大
学

　
理
事
長
　
瀬
戸
熊
　
修

２
大
学
へ
の
本
学
書
状
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２
月
10
日
に
開
か
れ
た
理

事
会
で
、
評
議
員
に
染
谷
明

人
氏（
法
人
事
務
局
次
長
）、

小
澤
俊
之
氏
（
在
学
生
保
護

者
）
の
２
人
が
新
た
に
選
任

さ
れ
た
。

が
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ

の
柱
を
作
り
、
せ
ん
断
に
及

ぶ
危
険
を
実
験
で
探
っ
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
自
宅
や
研

究
室
で
発
表
練
習
を
何
回
も

繰
り
返
し
、
講
演
会
に
臨
ん

だ
と
い
う
。「
大
学
院
卒
業

ま
で
に
何
か
ひ
と
つ
結
果
を

残
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

う
れ
し
い
で
す
！
」
と
喜
ん

だ
。

　
講
演
会
で
は
地
震
国
・
日

本
で
い
か
に
構
造
物
を
守
る

か
の
防
災
・
耐
震
に
関
す
る

研
究
が
並
ん
だ
。
前
年
に
は

熊
本
地
震
に
よ
る
大
被
害
が

あ
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示

板
な
ど
へ
の
悪
質

な
書
き
込
み
や
、

悪
用
犯
罪
が
多
発

し
て
い
る
。
予
防

に
取
り
組
ん
で
い

る
千
葉
県
警
察
本

部
（
永
井
達
也
本

部
長
）
は
今
年
、

新
た
に
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
を
締
結
し
て
い
る
本

学
や
千
葉
大
、
東
京
情
報

大
、
木
更
津
高
専
に
呼
び
か

け
、
賛
同
し
た
学
生
生
徒
47

人
に
「
サ
イ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ

ャ
ー
」
を
委
嘱
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
う
ち
半
数
近
く
の
22
人

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト(

Ｐ
Ｍ)

学
科
を
中
心

と
し
た
本
学
の
学
生
た
ち

写
真
。
１
月
18
日
、
県
警
本

部
で
行
わ
れ
た
委
嘱
式
に
は

代
表
し
て
２
人
が
出
席
し

た
。

　
千
葉
県
警
は
平
成
20
年
か

ら
サ
イ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

を
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依

頼
。
さ
ら
に
幅
広
い
世
代
に

参
加
し
て
も
ら
お
う
と
今
回

の
委
嘱
と
な
っ
た
。

　
永
井
県
警
本
部
長
は
内
閣

の
危
機
管
理
審
議
官
・
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
副
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
た

後
、
千
葉
県
警
に
異
動
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
ネ
ッ
ト
を
日
常
よ
く

利
用
し
、
専
門
知
識
・
技
術

も
併
せ
持
つ
若
者
た
ち
と
と

も
に
、
悪
質
利
用
の
予
防
や

根
絶
を
目
指
す
。

　
材
料
技
術
研
究
協
会
の
２

０
１
７
年
度
討
論
会
（
昨
年

12
月
１
、
２
日
、
千
葉
県
野

田
市
の
東
京
理
科
大
・
野
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
）
で
、

椿
つ
ば
き

杏
菜
さ
ん
（
生
命
環
境

科
学
専
攻
修
士
１
年
、
橋
本

和
明
・
柴
田
裕
史
研
究
室
）

が
「
Ｏ
／
Ｗ
エ
マ
ル
シ
ョ
ン

を
用
い
た
球
状
お
よ
び
六
角

板
状
ヤ
ヌ
ス
粒
子
の
調
製
」

を
発
表
し
、
口
頭
講
演
賞
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
。

　
椿
さ
ん
は
ヤ
ヌ
ス
粒
子
の

調
製
に
つ
い
て
、
前
年
の
討

論
会
で
ゴ
ー
ル
ド
ポ
ス
タ
ー

賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
２
年

連
続
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
ヤ
ヌ
ス
粒
子
と
は
、
表
裏

で
表
面
の
組
成
や
物
性
が
異

な
る

異
方
性

粒
子
。
薬

物
伝
達
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｄ

Ｓ
）
の
運
び
役
や
電
子
材

料
、
医
療
品
な
ど
に
期
待
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
調
製
工

程
が
複
雑
で
、
大
量
に
生
産

で
き
な
い
問
題
が
あ
る
。

　
椿
さ
ん
は
、

油
滴
が
水
中
に

分
散
し
た
Ｏ
／

Ｗ
エ
マ
ル
シ
ョ

ン

を

用

い

れ

ば
、
よ
り
簡
便

に
ヤ
ヌ
ス
粒
子

を
調
製
で
き
る

と
考
え
、
球
状

シ
リ
カ
粒
子
と
六
角
板
状
酸

化
亜
鉛
粒
子
を
用
い
て
Ｏ
／

Ｗ
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
と
ヤ
ヌ
ス

粒
子
の
調
製
を
行
っ
た
。

　
柴
田
准
教
授
ら
の
指
導
の

も
と
い
ろ
い
ろ
な
条
件
で
調

製
を
繰
り
返
し
、
よ
う
や
く

研
究
成
果
が
出
た
と
い
う
。

「（
ま
さ
か
連
続
で
）
賞
を

も
ら
え
る
と
は
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
精

力
的
に
研
究
し
、
材
料
科
学

の
発
展
に
貢
献
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
語
っ
た
。

　
応
用
化
学
科
・
柴
田
准
教

授
の
研
究
室
で
は
、
物
質
同

士
が
接
す
る
〝
界
面
〞
を
デ

ザ
イ
ン
し
、
新
機
能
を
持
つ

材
料
を
生
み
出
す
研
究
を
し

て
い
る
。

椿
さ
ん
２
年
連
続
受
賞

材
料
技
術
の
討
論
会
で
口
頭
講
演
賞
奨
励
賞

　
日
本
建
築
学
会
の
２
０
１

７
年
度
大
会
（
中
国
地
区
）

学
術
講
演
会
・
構
造
部
門

（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

昨
年
８
月
31
〜
９
月
３

日
、
広
島
市
佐
伯
区
の
広
島

工
業
大
で
開
催
）
で
、
佐
々

木
義
龍
さ
ん
（
建
築
都
市
環

境
学
専
攻
修
士
２
年
、
中
野

克
彦
研
究
室

写
真
）
が

「
Ｒ
Ｃ
柱
部
材
の
構
造
性
能

に
、
せ
ん
断
補
強
筋
と
コ
ン

ク
リ
ー
ト
強
度
の
組
み
合
わ

せ
が
及
ぼ
す
影
響
に
関
す

る
実
験
的
研
究
そ
の
１
　

Fc=120 N/mm
2

の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
用
い
た
柱
の
せ
ん
断

実
験
」
を
講
演
。
10
月
６

日
、
若
手
優
秀
発
表
賞
に
決

ま
っ
た
と
公
表
さ
れ
た
。

　
建
築
物
の
柱
に
超
高
強
度

の
鉄
筋
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

用
い
た
場
合
、
現
行
の
評
価

方
法
で
は
、
鉄
筋
を
減
ら
す

な
ど
の
偏
っ
た
設
計
も
可
能

と
い
う
。
し
か
し
そ
れ
で
は

も
ろ
さ
や
破

壊
を
招
き
か

ね

な

い
。

佐
々
木
さ
ん

た
ち
は
超
高

強

度

の

鉄

筋
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
用

い
て
、
強
度

佐
々
木
さ
ん
若
手
優
秀
発
表
賞

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
強
度
の
研
究　

建
築
学
会
大
会
で

　
関
東
の
学
生
た
ち
が
グ
ラ

イ
ダ
ー
飛
行
を
競
う
第
21
回

原
田
覚か

く

一い
ち

郎ろ
う

杯
（
昨
年
８
月

10
〜
17
日
、
埼
玉
県
熊
谷
市

の
日
本
学
生
航
空
連
盟
・
妻め

沼ぬ
ま

滑
空
場
で
開
催
）
で
、
本

学
体
育
会
の
航
空
同
好
会
Jr.

チ
ー
ム
が
団
体
で
８
０
０
得

点
を
稼
ぎ
準
優
勝
、
個
人
で

は
瀬
脇
顕
さ
ん(

電
気
電
子

情
報
工
学
科
４
年
）
が
８
０

０
点
で
３
位
に
入
賞
し
た
。

　
団
体
優
勝
は
青
山
学
院
大

Ａ
チ
ー
ム
、
３
位
は
中
央
大

チ
ー
ム
だ
っ
た
。

　
後
日
行
わ
れ
た
関
東
学
生

グ
ラ
イ
ダ
ー
競
技
大
会
（
昨

年
10
月
）
は
天
候
不
良
で
競

技
不
成
立
。
し
か
し
本
学
チ

ー
ム
は
、
そ
れ
ま
で
の
獲
得

高
度
・
滞
空
時
間
で
、
全
国

大
会
で
あ
る
第
58
回
全
日
本

学
生
グ
ラ
イ
ダ
ー
競
技
大
会

（
３
月
10
〜
17
日
、
妻
沼
滑

空
場
）
へ
の
出
場
権
を
獲

得
。
上
位
入
賞
を
目
指
す
。

　
航
空
同
好
会
は
小
島
一
泰

主
将
（
機
械
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
３
年
）
の
も
と
、
部
員
８

人
。
長
瀬
亮
・
機
械
電
子
創

成
工
学
科
教
授
が
部
長
を
務

め
て
い
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
を

め
ざ
し
て
日
ご
ろ
、
妻
沼
滑

空
場
で
訓
練
し
、
学
内
で
は

ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
へ
勉
強
会

を
開
い
て
い
る
。

　
ク
ラ
ブ
で
保
有
す
る
Ｓ
Ｚ

Ｄ
51
単
座
機
「
風
雅
」
は
ポ

ー
ラ
ン
ド
製
グ
ラ
イ
ダ
ー
で

20
年
ほ
ど
前
、
Ｏ
Ｂ
会
の
支

援
で
導
入
さ
れ
た
。
普
段
は

他
大
学
の
複
座
機
を
借
り
て

訓
練
し
、
実
力
を
認
め
ら
れ

た
者
だ
け
が
こ
の
単
座
機
に

乗
れ
る
憧
れ
の
機
体
。
し
か

し
レ
ー
ス
用
と
い
う
よ
り
は

訓
練
用
だ
。

　
原
田
杯
の
８
日
間
は
強
風

・
雨
交
じ
り
の
天
候
が
多

く
、
競
技
で
き
た
の
は
３
日

間
だ
け
。
Ｓ
Ｚ
Ｄ
51
機
は
小

さ
な
上
昇
風
も
と
ら
え
、
高

度
を
取
り
や
す
い
が
、
速
度

で
は
レ
ー
ス
仕
様
の
他
校
機

に
後
れ
を
取
る
。

　
本
学
チ
ー
ム
は
比
較
的
天

候
に
恵
ま
れ
た
１
日
を
生
か

し
、
機
体
の
性
能
を
最
大
限

に
引
き
出
す
飛
行
で
、
当
日

ト
ッ
プ
の
成
績
を
示
す
〝
デ

イ
リ
ー
〞
称
号
を
２
回
獲
得

し
、他
大
学
に
差
を
つ
け
た
。

　
チ
ー
ム
の
１
人
・
阿
部
雅

紘
さ
ん
（
金
融
・
経
営
リ
ス

ク
科
学
科
３

年
）
は
「
グ

ラ
イ
ダ
ー
は

学
生
が
部
活

で
出
せ
る
程

度
の
予
算
で

運
営
し
て
お

り
、
教
官
の

教
え
を
守
る

限
り
、
怖
い

こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と

思
い
ま
す
。

グ
ラ
イ
ダ
ー

免
許
の
自
家

用
操
縦
士
資

格
は
１
度
取

れ
ば
身
体
検

査
に
通
る
限

り
有
効
な
の

で
、
退
職
後

も
楽
し
め
、
世
界
の
ど
こ
で

も
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
、
大
空
を
優
雅
に
飛
ぶ
世

界
へ
勧
誘
し
て
い
る
。

　
原
田
杯
の
原
田
覚
一
郎
氏

（
１
９
１
２
〜
２
０
０
１

年
）
は
、
文
部
技
官
な
ど
を

務
め
た
国
内
グ
ラ
イ
ダ
ー
飛

行
の
パ
イ
オ
ニ
ア
。
利
根
川

河
川
敷
に
妻
沼
滑
空
場
を
拓

い
て
学
生
グ
ラ
イ
ダ
ー
教
育

の
拠
点
と
し
、
多
く
の
学

生
、
指
導
者
を
育
て
た
。
一

グ
ラ
イ
ダ
ー
全
国
大
会
へ

航
空
同
好
会　

原
田
杯
団
体
で
準
優
勝
、個
人
は
瀬
脇
さ
ん
３
位

瀬脇さんを乗せ離陸する本学機「風雅」。㊤は瀬脇さん(No.６)

　
経
営
情
報
科
学
科
を
昨
年

３
月
卒
業
し
た
体
育
会
硬
式

野
球
部
・
小
黒
功
季

さ
ん
（
船
橋
二
和
高

出
身

写
真
）
が
、

プ
ロ
野
球
独
立
リ
ー

グ
・
ル
ー
ト
イ
ン
Ｂ

Ｃ
リ
ー
グ
の
「
群
馬

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ

サ
ス
」
に
一
巡
目
で

指
名
さ
れ
、
こ
の
ほ

ど
入
団
が
決
ま
っ
た
。

　
小
黒
さ
ん
は
、
昨
年
同
リ

ー
グ
に
入
団
し
た
川
上
祐
作

さ
ん
（
外
野
手
・
日
大
習
志

野
高
出
身
）、
野
﨑
新
矢
さ

ん
（
内
野
手
・
大
田
原
高
出

身
）
と
同
期
。
就
職
先
で
軟

式
野
球
に
変
え
た
が
硬
式
へ

の
思
い
を
断
ち
切
れ
ず
、
本

学
で
練
習
を
積
み
重
ね
昨
年

10
月
、
合
同
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト

を
受
け
て
合
格
。
ペ
ガ
サ
ス

に
野
球
人
生
を
か
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
小
黒
さ
ん
は
、
50
㍍
５
秒

９
の
走
力
に
軽
快
な
グ
ラ
ブ

さ
ば
き
が
持
ち
味
。「
挑
戦

す
る
か
ら
に
は
、
が
む
し
ゃ

ら
に
頑
張
る
だ
け
」
と
話
し

た
。

　
独
立
リ
ー
グ 

セ
・
パ
両

リ
ー
グ
の
プ
ロ
野
球
と
は
別

に
組
織
さ
れ
た
プ
ロ
野
球
リ

ー
グ
。
四
国
４
県
の
「
四
国

ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
」
と
、
北
陸
・
信
越
・
北

関
東
の
「
ル
ー
ト
イ
ン
Ｂ
Ｃ

（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
）
リ
ー
グ
」
が
あ
る
。

小
黒
さ
ん
ペ
ガ
サ
ス
入
団

経
情
Ｏ
Ｂ　

プ
ロ
野
球
独
立
リ
ー
グ
へ

時
、
本
学
航
空
部
の
監
督
も

務
め
た
。

　
原
田
杯
は
１
９
９
７
（
平

成
９
）
年
か
ら
毎
夏
、
妻
沼

滑
空
場
を
会
場
に
関
東
の
参

加
大
学
が
持
ち
回
り
で
主
催

し
、
日
本
滑
空
協
会
、
日
本

学
生
航
空
連
盟
、
熊
谷
市
が

後
援
。
大
会
は
競
技
飛
行

と
、
ラ
イ
セ
ン
ス
へ
の
訓
練

飛
行
を
並
行
し
て
行
っ
て
い

る
。

新
評
議
員
に
２
氏

染
谷　

明
人
氏

新
評
議
員

小
澤　

俊
之
氏

サ
イ
バ
ー
犯
罪
へ
Ｐ
Ｍ
生
た
ち

県
警
委
嘱「
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」に
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
本
学
先
端
材
料
工
学
科
・

小
山
和
也
研
究
室
な
ど
は

〝
都
市
鉱
山
〞
か
ら
分
離
製

作
し
た
メ
ダ
ル

写
真

を

「
エ
コ
テ
ク
ノ
２
０
１
７
〜

地
球
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

展
／
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
端
技
術

展
〜
」（
昨
年
10
月
11
〜
13

日
、
西
日
本
総
合
展
示
場
新

館
で
開
催
）
に
展
示
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
先
端
技
術
を
紹

介
し
た
。

　
北
九
州
市
立
大
エ
ネ
ル
ギ

ー
循
環
化
学
科
、
㈱
ア
ス
テ

ッ
ク
入
江
と
の
共
同
研
究
の

成
果
。

都
市
鉱
山
製
メ
ダ
ル
展
示

小
山
研
究
室
な
ど　

エ
コ
テ
ク
ノ
２
０
１
７
で

　
小
山
研
究
室
で
は
、
都
市

で
廃
棄
さ
れ
る
携
帯
電
話
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
高

品
位
で
含
ま
れ
る
金
や
レ
ア

メ
タ
ル
を
、
水
溶
液
を
用
い

た
電
気
化
学
的
手
法
や
化
学

的
処
理
に
よ
り
分
離
・
回
収

し
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
方
法
を

研
究
し
て
い
る
。
展
示
メ
ダ

ル
の
母
材
は
銅
や
め
っ
き
さ

れ
た
金
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
原

料
か
ら
分
離
・
精
製
し
た
。

　
小
山
教
授
は
「
今
後
も
産

官
学
連
携
で
リ
サ
イ
ク
ル
技

術
を
研
究
し
、
実
証
や
共
同

技
術
の
開
発
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

南
房
総
市
に
CIT
技
術

　
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
３
年
生

の
後
期
の
授
業
「
デ
ザ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
」
で
、
Ｊ
Ｒ
京
葉

線
「
新
習
志
野
駅
」
を
対
象

と
し
た
デ
ザ
イ
ン
提
案
に
取

り
組
ん
で
き
た
橋
本
都く

に

子こ

教

授
の
研
究
室
の
学
生
に
よ
る

最
終
発
表
会
＆
講
評
会
が
１

月
29
日
、
津
田
沼
校
舎
７
号

館
で
開
か
れ
た
。

　
昨
年
９
月
に
始
ま
っ
た
こ

の
授
業
で
、
学
生
た
ち
は
Ｊ

Ｒ
東
日
本
千
葉
支
社
の
全
面

協
力
を
得
て
、
設
備
部
や
建

築
技
術
、
駅
関
係
、
企
画
担

当
な
ど
の
職
員
か
ら
の
レ
ク

チ
ャ
ー
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
駅

現
場
と
周
辺
地
域
の
見
学
な

辺
施
設
案
内
表
示
板
（
ガ
ラ

ス
ボ
ー
ド
）を
設
け
て
、老
若

男
女
だ
れ
に
で
も
新
習
志
野

駅
の
魅
力
を
幅
広
く
発
信
。

　
●
に
ぎ
わ
い
グ
ル
ー
プ

「
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ 

切
り
替

え
の
場
所
、
心
の
ス
イ
ッ

チ
」　
駅
を
「
日
常
生
活
の

中
で
気
持
ち
を
切
り
替
え
る

場
所
」
と
と
ら
え
、
床
や
天

井
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
木

材
に
。
駅
に
一
歩
足
を
踏
み

入
れ
る
と
、
足
音
の
変
化
が

心
の
ス
イ
ッ
チ
に
も
な
る
だ

ろ
う
。

　
●
意
匠
グ
ル
ー
プ
「
日
常

に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
新
鮮
な

空
間
」　
駅
を
「
一
時
的
な

利
用
で
あ
っ
て
も
和
む
こ
と

の
で
き
る
空
間
」
に
。
改
札

口
正
面
な
ど
に
、
木
材
の
板

製
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に

形
を
変
え
て
使
え
る
ワ
ッ
フ

ル
を
設
置
す
る
。

　
発
表
会
＆
講
評
会
に
は
Ｊ

Ｒ
東
日
本
千
葉
支
社
か
ら
鈴

木
孝
子
設
備
部
長
、
吉
田
智

一
新
習
志
野
駅
長
な
ど
11
人

の
職
員
が
参
加
。
大
川
茂
樹

副
学
長
も
交
え
て
質
問
や
感

想
、
熱
心
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
最
後
に
参
加
者
の
投

票
で
順
位
を
決
め
た
（
掲
載

順
）。
こ
れ
ら
の
提
案
は
今

後
、
Ｊ
Ｒ
内
で
さ
ら
に
検
討

を
加
え
ら
れ
、
実
現
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。

　
な
お
、
修
士
１
年
の
森
亮

太
さ
ん
も
「
Ｅ
Ｋ
Ｉ 

Ｌ
Ｉ

Ｇ
Ｈ
Ｔ
」
と
題
し
た
提
案
を

行
っ
た
。

　
橋
本
教
授
の
話
　
Ｊ
Ｒ
の

皆
さ
ん
に
も
学
生
の
こ
の
取

り
組
み
を
高
く
評
価
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
授
業
を
大

学
内
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず

に
、
社
会
に
開
く
こ
と
で
、

学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
新
習
志
野
駅
」デ
ザ
イ
ン
提
案

橋
本
研
が
発
表
・
講
評
会　

Ｊ
Ｒ
支
社
が
協
力

　

惑

星

探

査

研

究

セ

ン

タ

ー
（

Ｐ

Ｅ

Ｒ

Ｃ

）

の

松

井

孝

典

所

長

の

名

前

が

付

け

ら

れ

た

小

惑

星

「7301
Matsuitakafumi

」

を
昨
年
12
月
７
日
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ｃ
の
吉
田
二
美
研
究
員
ら
が

観
測
し
た
。

　「Matsuitakafumi

」

は

火
星
と
木
星
の
間
の
小
惑
星

の
軌
道
が
集
中
し
て
い
る
領

域
「
メ
イ
ン
ベ
ル
ト
」
に
あ

り
、
直
径
６
・
２
４
５
㌔

㍍
、
公
転
周
期
１
５
２
６
日

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
こ
れ
ま

で
の
観
測
か
ら
分
か
っ
て
い

る
が
、
そ
の
他
の
デ
ー
タ
は

ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
て
い
な

い
。

　
１
９
９
３
年
１
月
２
日

に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
の

浦
田
武
氏
と
名
取
亮
氏
が
発

見
。
小
惑
星
の
命
名
権
は
本

来
、
発
見
者
に
帰
属
す
る

が
、
浦
田
氏
が
亡
く
な
っ
た

な
ど
の
事
情
で
、〝
松
井
フ

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

に
よ
る
過
疎
化
に
悩
む
千
葉

県
内
の
市
町
村
の
活
性
化
策

を
千
葉
県
内
の
大
学
か
ら
募

る
県
の
事
業
に
、
本
学
の
建

築
、
都
市
環
境
、
デ
ザ
イ
ン

科
学
科
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
か
ら
合
わ

せ
て
６
研
究
室
が
参
加
し
、

高
い
成
果
を
上
げ
た
。

　
廃
校
校
舎
な
ど
の
空
き
公

共
施
設
を
有
効
活
用
し
て
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と

い
う
こ
の
事
業
で
、
本
学
の

研
究
室
は
▽
田
島
研

銚
子

市
▽
八
馬
研
・
稲
坂
研

勝

浦
市
▽
鎌
田
研
・
大
嶋
研
・

加
藤
研

南
房
総
市
と
地
域

を
分
担
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

室
が
修
士
課
程
と
学
部
4
年

生
の
有
志
を
メ
ン
バ
ー
と
し

て
チ
ー
ム
を
組
み
、
昨
年
４

月
か
ら
活
動
を
続
け
た
。

　
活
動
は
、
市
役
所
職
員
や

地
元
経
済
界
・
住
民
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
、
現

地
踏
査
と
聞
き
取

り
調
査
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
、
中
間

と
り
ま
と
め
の
た

め
の
合
宿
も
組
み

込
ま
れ
た
。

　
こ
う
し
て
集
め

た
膨
大
か
つ
細
密

な
資
料
を
も
と
に

チ
ー
ム
ご
と
に
提

言
を
ま
と
め
、
12

月
ま
で
に
各
市
長
や
地
元
有

力
者
、
県
の
担
当
者
な
ど
を

前
に
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
終
え
た
。

　
各
チ
ー
ム
の
提
言
は
｜
｜

　
銚
子
市
チ
ー
ム
　
今
年
３

月
で
廃
校
と
な
る
市
立
猿
田

小
学
校
の
校
舎
活
用
。
市
の

主
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
に
加

え
て
、
農
業
の
新
た
な
拠
点

を
構
築
し
、
両
産
業
を
セ
ッ

ト
に
し
た
経
済
の
活
性
化
を

図
る
。

　
勝
浦
市
チ
ー
ム
　
閉
校
し

た
市
立
清
海
小
学
校
の
校
舎

の
活
用
を
通
じ
て
、
１
つ
１

つ
の
施
設
の
独
立
し
た
機
能

の
提
案
に
留
ま
ら
な
い
、
勝

浦
全
体
を
楽
し
く
す
る
た
め

の
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
構

築
。

　
南
房
総
市
チ
ー
ム
　
市
内

小惑星「Matsui…」捉えた!
ＰＥＲＣ所長名の星　小惑星帯に

地
方
活
性
化
へ
提
言

本
学
チ
ー
ム　

県
事
業
３
市
を
対
象
に

ァ
ン
〞
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文

家
仲
間
を
通
し
て
、
松
井
所

長
の
名
前
を
付
け
た
い
と
い

う
提
案
が
持
ち
込
ま
れ
た
。

　
12
月
７
日
の
観
測
は
和
歌

山
県
日
高
川
町
の
か
わ
べ
天

文
公
園
に
あ
る
口
径
１
㍍
の

望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
日
本
大

の
研
究
室
と
共
同
で
行
わ
れ

た
。
松
井
所
長
も
加
わ
り
、

カ
メ
ラ
に
と
ら
え
ら
れ
た

「Matsuitakafumi

」
に
興

味
津
々
の
表
情
で
見
入
っ
て

い
た
と
い
う
。

　
こ
の
観
測
デ
ー
タ
か
ら
、

こ
の
小
惑
星
の
新
た
な
姿
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
か
、
期
待

さ
れ
て
い
る
。

ど
を
積
み
重
ね
た
。

　
そ
れ
ら
の
知
識
と
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
13
人
の
メ
ン
バ

ー
が
４
班
に
分
か
れ
て
、
新

習
志
野
駅
の
新
た
な
魅
力
づ

く
り
や
京
葉
線
沿
線
の
価
値

向
上
を
促
進
す
る
デ
ザ
イ
ン

を
検
討
。
以
下
の
提
案
を
ま

と
め
上
げ
た
。

　
●
自
然
・
光
グ
ル
ー
プ

「
習
志
野
の
顔
」　
習
志
野

市
の
自
然
を
代
表
す
る
ア
ジ

サ
イ
や
ア
カ
シ
ア
、
強
い
海

風
を
象
徴
的
に
と
ら
え
て
、

窓
や
ル
ー
バ
ー

（
羽
板
）
な
ど
の

デ
ザ
イ
ン
に
生
か

し
、
駅
の
〝
新
し

い
顔
〞
と
す
る
。

　
●
サ
イ
ン
計
画

グ
ル
ー
プ
「
駅
と

人
を
繋
ぐ
サ
イ
ン

計
画
」
　
地
図
を

簡
略
化
し
、
施
設

を
ア
イ
コ
ン
化
し

た
床
マ
ッ
プ
と
周

の
空
き
施
設
を
使
い
地
域
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
人
の
た

め
に
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

機
能
と
地
域
互
助
機
能
を
備

え
た
「
お
試
し
の
場
」
を
作

る
。
旧
観
光
案
内
所
の
建
物

を
活
用
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
提
言
は
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
い
ず
れ

も
高
く
評
価
さ
れ
た
。
今

後
、
各
市
長
の
も
と
で
実
現

の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
る
。

　
今
回
の
提
言
活
動
を
主
導

し
た
鎌
田
元
弘
副
学
長
（
社

会
貢
献
担
当
）
は
「
同
様
の

活
動
を
し
て
い
る
チ
ー
ム
や

研
究
室
の
報
告
会
を
全
学
あ

げ
て
開
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　
県
の
こ
の
事
業
に
は
千
葉

大
、千
葉
商
大
も
参
加
し
た
。

　
本
学
が
推
進
す
る
産
学
協

働
地
域
活
力
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
で
、
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
学
科
の
中
川
泰
宏

助
教
が
指
導
す
る
学
部
３
年

生
３
人
（
今
井
駿
汰
さ
ん
、

柄
澤
勇
弥
さ
ん
、
薩
摩
顕
蔵

さ
ん
）
と
２
年
生
２
人
（
岡

大
輝
さ
ん
、
奥
野
知
大
さ

ん
）
の
チ
ー
ム
が
、
南
房
総

市
の
依
頼
で
市
の
業
務
効
率

化
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発

を
行
っ
た
。

　
３
年
生
チ
ー
ム
が
挑
戦
し

た
の
は
、
同
市
が
導
入
し
て

い
る
「
バ
ウ
チ
ャ
ー
券
」
管

理
の
シ
ス
テ
ム
化
。
こ
の
バ

ウ
チ
ャ
ー
券
は
、
子
ど
も
を

塾
な
ど
に
通
わ
せ
て
い
る
家

庭
に
交
付
さ
れ
て
い
る
所
得

額
に
応
じ
た
費
用
補
助
。

　
通
し
番
号
で
ど
の
家
庭
に

交
付
さ
れ
た
か
分
か
る
仕
組

み
だ
が
、
市
役
所
｜
個
々
の

家
庭
｜
複
数
の
事
業
者
｜
市

役
所
と
い
う
流
れ
の
中
で
、

正
確
な
使
用
の
実
態
を
把
握

す
る
作
業
は
す
べ
て
職
員
の

目
視
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
た

め
、
非
能
率
的
だ
っ
た
。

　
こ
の
問
題
を
３
年
生
チ
ー

ム
は
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
（
光
学
式
文

字
読
取
装
置
）
と
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
検
索
に
よ
っ
て
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
処
理
す
る
シ
ス
テ

ム
を
開
発
。
３
月
に
市
役
所

に
納
品
す
る
予
定
だ
。

　
２
年
生
チ
ー
ム
は
１
月

５
、
６
日
、
同
市
の
空
き

公
共
施
設
の
シ
ラ
ハ
マ
校

舎（
旧
長
尾
幼
稚
園
・
小
学

校
）
で
プ
ロ
の
Ｓ
Ｅ
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
預
り

保
育
に
携
わ
る
パ
ー
ト
従
業

員
と
子
ど
も
た
ち
の
出
退
勤

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
挑
戦
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や
ス
マ
ホ
で
出

退
勤
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
す
る
シ
ス
テ
ム

の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
提
案
し

た
。

　
学
生
に
よ
る
こ
の
２
つ
の

挑
戦
と
は
別
に
、
中
川
助
教

は
昨
年
12
月
23
日
、
シ
ラ
ハ

マ
校
舎
で
、
高
大
連
携
の
試

み
の
一
環
と
し
て
県
立
安
房

高
校
（
館
山
市
）
の
１
、
２

年
生
９
人
を
対
象
に
、「
感

じ
る
学
問
〜
音
と
画
像
か
ら

見
た
数
学
と
物
理
の
世
界

〜
」
と
題
す
る
体
験
型
の
授

業
を
実
施
。
今
年
の
２
月
11

日
に
は
、
第
２
回
と
し
て
７

人
を
対
象
に
「
感
じ
る
学
問

〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な

が
る
仕
組
み
〜
」
を
行
っ
た

写
真
。

　
大
学
の
教
育
・
研
究
と
高

校
の
授
業
と
の
架
け
橋
を
構

築
し
、
将
来
的
に
は
遠
隔
地

を
結
ぶ
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
シ

ス
テ
ム
に
つ
な
げ
て
、
若
者

の
地
元
定
着
を
図
る
狙
い
。

　
南
房
総
地
域
の
市
町

村
は
ど
こ
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
策
を
講
じ
て
地

域
を
活
性
化
し
、
過
疎

化
の
進
展
に
歯
止
め
を

か
け
よ
う
と
懸
命
だ
。

中
川
助
教
が
南
房
総
市

で
進
め
る
こ
れ
ら
の

「
教
育
・
研
究
の
社
会

実
装
化
」は
、こ
れ
か
ら

の
工
学
教
育
の
進
路
を

示
す
本
学
ら
し
い
具
体

例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

中
川
助
教
主
導

提言を並べたポスター

㊤
熱
心
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
発
表
会

＆
講
評
会
　
㊨
提
案
を
見
る
参
加
者
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卒
業
論
文
等
の
審
査
が
終

了
し
た
こ
の
時
期
、
学
生
諸

君
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
仲
間
と
卒
業
旅
行
中
、
あ

る
い
は
会
社
の
研
修
中
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
健
康
に
留
意

し
無
事
に
新
生
活
を
ス
タ
ー

ト
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
同
窓
会
は
、
昭
和
22
年
９

月
に
冶
金
、
機
械
の
両
学
科

76
名
が
卒
業
以
来
昨
年
70
年

の
節
目
を
迎
え
た
。
そ
れ
を

記
念
し
11
月
に
大
同
窓
会

（
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
）

を
全
国
各
地
か
ら
約
４
０
０

名
の
卒
業
生
を
迎
え
て
開
催

し
た
。
こ
の
様
子
は
先
月
号

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
同
窓
会
は
卒
業
生
を
正
会

員
、
卒
業
生
以
外
の
教
職
員

を
教
職
員
会
員
、
在
学
生
を

学
生
会
員
と
し
て
本
会
の
活

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
現
在
、
８
万
４
千
余

名
の
同
窓
生
が
お
り
、
そ
の

約
６
割
が
平
成
卒
と
な
っ

た
。
ま
た
全
国
に
地
域
、
職

域
59
の
支
部
が
あ
り
、
支
部

懇
親
会
に
は
ご
父
母
が
参
加

し
て
い
る
支
部
も
あ
る
。
さ

ら
に
、
ミ
ニ
県
人
会
の
開
催

や
就
職
課
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
学
生
や
既
卒
生
の
就
職

支
援
を
し
て
い
る
。
研
究
室

や
ク
ラ
ブ
単
位
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
会
の
開
催
に
つ
い
て
も
同

窓
会
を
活
用
し
て
欲
し
い
。

　
同
窓
会
事
務
局
は
５
号
館

７
階
に
あ
る
の
で
、
お
立
ち

寄
り
い
た
だ
き
た
い
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ

　
ン
ト
学
科
　
堀
内
　
俊
幸

　
一
月
は
行
く
、
二
月
は
逃

げ
る
、
三
月
は
去
る
。
正
月

か
ら
三
月
ま
で
は
行
事
が
多

く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
う
こ
と
を
、
調
子
よ

く
い
っ
た
も
の
だ
。

　
中
盤
で
あ
る
２
月
、
入
試

広
報
課
で
は
、
ま
さ
に
忙
殺

と
も
言
え
る
時
期
で
、
ギ
ュ

ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
の
目
ま
ぐ
る

し
い
日
々
が
続
く
。
加
え

て
、
今
年
は
平
昌
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
人

選
手
ら
の
速
報
も
情
報
と
し

て
取
り
込
む
た
め
、
私
の
脳

内
は
常
に
飽
和
状
態
だ
。

　
極
寒
の
厳
し
い
条
件
下

で
、
結
果
を
十
分
に
出
せ
な

い
選
手
ら
や
、
メ
ダ
ル
を
も

た
ら
す
選
手
ら
の
活
躍
を
、

日
々
、
同
僚
と
一
喜
一
憂
し

な
が
ら
過
ご
し
、
男
子
フ
ィ

ギ
ュ
ア
「
羽
生
結
弦
」
の
復

活
で
は
昼
下
が
り
の
日
本
列

島
が
大
き
な
歓
喜
の
渦
に
包

ま
れ
た
こ
と
と
思
う
。
大
会

前
「
誰
が
取
ろ
う
が
僕
も
取

る
」
と
、
金
メ
ダ
ル
へ
の
揺

る
が
な
い
自
信
に
は
「
や
っ

ぱ
り
す
ご
い
な
ぁ
」
と
言
う

し
か
な
い
。

　
こ
の
日
、
将
棋
界
で
は
藤

井
聡
太
五
段
が
羽
生
善
治
竜

王
を
破
る
快
挙
の
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
た
。「
羽は

に

生ゅ
う

が
勝
っ

て
、
羽は

生ぶ

が
負
け
た
」。
社

会
現
象
級
の
出
来
事
に
読
み

方
が
違
う
同
じ
漢
字
の
二
人

が
並
ぶ
の
は
、
ち
ょ
っ
と
や

や
こ
し
い
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
こ
の
前
の
休
日
「
ポ
リ
袋

で
簡
単
！
」
と
Ｔ
Ｖ
で
紹
介

し
て
い
た
の
で
、
６
歳
の
娘

と
自
宅
で
豚
ま
ん
を
作
っ
て

み
ま
し
た
。
そ
の
日
は
子
守

り
担
当
で
、
二
人
と
も
寒
く

て
外
に
出
る
気
も
せ
ず
、
暇

そ
う
に
し
て
る
娘
に
「
や
っ

て
み
っ
か
？
」
と
聞
い
た

ら
、「
や
る
！
」
と
の
返
事
。

　
な
ん
せ
初
め
て
な
の
で
、

娘
に
レ
シ
ピ
通
り
小
麦
粉
や

お
湯
な
ど
を
量
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
仕
事
柄
つ
い
細

か
く「
指
導
」が
入
っ
て
、
娘

に
怪け

訝げ
ん

そ
う
な
顔
を
さ
れ
ま

し
た
。
生
地
と
タ
ネ
を
そ
れ

ぞ
れ
ポ
リ
袋
の
中
で
こ
ね
る

の
で
す
が
、
こ
の
辺
は
保
育

所
育
ち
の
娘
の
得
意
分
野
。

こ
こ
は
任
せ
て
、
そ
の
間
こ

ち
ら
は
お
茶
を
す
す
り
な
が

ら
休
憩
。
生
地
が
膨
ら
ん
だ

と
こ
ろ
で
タ
ネ
を
包
み
、
15

分
ほ
ど
蒸
し
て
み
る
と
、

ま
ぁ
そ
れ
ら
し
き
形
に
な

り
、「
案
外
で
き
る
も
ん
や
な

ぁ
」
と
二
人
で
感
心
し
ま
し

た
。
味
の
ほ
う
は
ま
ぁ
ボ
チ

ボ
チ
…
で
し
た
が
、
豚
ま
ん

好
き
の
娘
に
と
っ
て
は
自
分

で
作
れ
た
こ
と
が
感
動
ら
し

く
、「
う
め
ぇ
〜
」
と
言
っ

て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
寒
い
日
の
暇
つ
ぶ
し
に
や

っ
た
素
人
ク
ッ
キ
ン
グ
で
し

た
が
、
二
人
で
ホ
カ
ホ
カ

し
、
満
足
な
休
日
で
し
た
。

　
生
命
科
学
科
　

　
　
　
　
　
　
渡
邊
　
宇
外

３月５日(月)Ｃ日程入学試験、大学入試センター利用入学試験(後期)、９日(金)・10日(土)大学院春・秋入学３月試験

発見！ 未来人

根本企画工業株式会社

　　　　　　技術部設計グループ

鳥
とり

飼
かい

 峻
しゅん

さん

　在学中は「回転槽内における２種類

の異形状粒子群の挙動に関する研究」

に取り組みました。学部・修士時代を

通して研究生活にはいろんな思い出が

詰まっていますが、特に学部では新し

いテーマに取り組んだので全くの手探

り状態。担当教授や修士の先輩方に助

けられながら、なんとか卒業できまし

た。

　現在は、当社創業からの産業用自動

化システムの開発設計を基本に、大手

企業との難易度の高い共同開発に携わ

っています。また、管路曲がり測定装

置（ネモナビ）を用いて検査測定を行

っています。

　やりがいは、一つの製品に開発設計

から現場に設置するまで一貫して携わ

れるので、達成感があること。今後

は、製品を動かす際に必要な電気制御

の知識を身に付けて、仕事の幅を広げ

たいと考えています。

　クリーンテクノロジーに挑戦する根

本企画工業は、若手でもさまざまな仕

事にチャレンジでき、ある程度自分の

裁量で決めることができる社風。私も

伸び伸びと毎日の仕事に励んでいま

す。

　2013年、機械サイエンス専攻修了

事業内容 産業用自動化システムの企画開発設計・製作の「機械部門」を
中心に、各種ヒーター設計・製作・据付工事、電磁誘導式非開
削掘進工法（トップモール工法）の管路埋設工事、プラント工
事の「工事部門」、管路曲がり測定装置（ネモナビ）のレンタ
ル事業を併営。

所在地 〒276－0047　千葉県八千代市吉橋1095番地の15

設計グループの職場で

　
学
生
委
員
会
主
催
に
よ
る

「
ひ
な
祭
り
交
流
会
」
が
１

月
31
日
、
新
習
志
野
キ
ャ
ン

パ
ス
の
椿

つ
ば
き

寮
り
ょ
う

（
女
子
寮
）
で

開
か
れ
、
甘
酒
と
ケ
ー
キ
が

振
る
舞
わ
れ
た

写
真
。

　
会
場
に
準
備
さ
れ
た
雛ひ

な

人

形
は
、
※

勝
浦
市
か
ら
一
時

里
子
と
し
て
迎
え
た
８
段
飾

り
で
、
瀬
戸
熊
修
理
事
長

が
、
親
元
を
離
れ
て
生
活
す

る
女
子
寮
生
の
た
め
に
計
ら

っ
た
。

　
交
流
会
で
は
瀬
戸
熊
理
事

長
や
小
宮
一
仁
学
長
、
学
生

委
員
会
の
教
職
員
た
ち
も
参

加
し
、
あ
で
や
か
な
雛
人
形

を
囲
ん
で
、
楽
し
い
会
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
ま
た
寮
生

ら
は
、
交
流
会
の
様
子
や
雛

人
形
を
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
、

※

千
葉
県
勝
浦
市
は
「
か
つ
う
ら

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
で
有
名
。
市

内
各
所
に
約
３
万
体
も
の
人
形
が

飾
ら
れ
、
街
は
ひ
な
祭
り
一
色
に

な
る
。
今
年
度
は
２
月
23
日
〜
３

月
４
日
に
開
催
さ
れ
る
。

椿寮で　ひな祭り

　
本
学
は
モ
ン
ゴ
ル
の
国
内

主
要
大
学
と
交
流
協
定
を
結

ん
で
い
る
が
、
相
手
国
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

「
モ
ン
ゴ
ル
写
真
展
」
が
１

月
17
〜
24
日
、
新
習
志
野
キ

ャ
ン
パ
ス
学
生
食
堂
１
階
の

ホ
ワ
イ
エ
で
、
ま
た
２
月
８

〜
16
日
、
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ

ス
１
号
館
の
学
生
セ
ン
タ
ー

前
広
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　
写
真
家
で
あ
る
宇
佐
美
博

幸
氏
や
清
水
哲
朗
氏
、
杉
山

晃
造
氏
ら
の
作
品
の
ほ
か
、

清
水
武
則
・
本
学
審
議
役

（
前
駐
モ
ン
ゴ
ル
大
使
）
の

夫
人
・
千
恵
子
さ
ん
が
約
10

年
を
過
ご
し
た
モ
ン
ゴ
ル
で

季
節
の
移
り
変
わ
り
に
花
々

を
撮
影
し
た
も
の
な
ど
、
43

点
が
並
ん
だ
。

　
初
日
に
来
校
し
た
駐
日
モ

ン
ゴ
ル
国
大
使
館
の
ダ
ン
バ

ダ
ル
ジ
ャ
ー
・
バ
ッ
チ
ジ
ャ

ル
ガ
ル
臨
時
大
使
は
「
美
術

工
芸
や
文
化
は
も
ち
ろ
ん
、

広
大
で
豊
か
な

自
然
を
見
て
、

モ
ン
ゴ
ル
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と

う
れ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
通
り
す
が
り
に
目
を
と
め

た
学
生
た
ち
は
「
自
然
豊
か

な
一
方
、
厳
し
い
環
境
も
う

か
が
え
、
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ

り
ま
し
た
」「
な
か
な
か
見

る
こ
と
が
出
来
な
い
貴
重
な

写
真
」
と
話
し
て
い
た
。

早
速
、家
族
あ
て
に
送
っ
て
い
た
。

モ
ン
ゴ
ル
写
真
展
　開
く

広
大
な
自
然
、文
化
を
紹
介

広大な風景に魅了される来場者

写真を眺める駐日モンゴル臨時代理大使


